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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、時間に関する知覚、印象、意識を相互連関的に捉え、

心的時間の表象形成メカニズムを明らかにすることである。実験心理学の手法を駆使し、視覚、

聴覚、視聴覚相互作用、視覚運動協応を対象に、時間知覚、時間印象、およびそれらに関わる

意識（意識の時間相を含む）の研究を行い、心的時間の包括モデルを提出した。こうした成果

は心的時間の生起メカニズムに関する理解を深めただけでなく、時間研究に新たな枠組を提供

するものとなった。 

 

研究成果の概要（英文）：The aim of this study is to clarify the representation formation 
mechanism of subjective time. This is performed by interrelating time perception, 
impression formation of time, and the effect of consciousness on them. We present 
a synthetic model of subjective time using various methods of experimental psychology 
and conducting experiments on visual perception, auditory perception, audiovisual 
interaction, and visuomotor coordination. These findings not only deepen 
understanding of subjective time, but also offer a new framework for studying time.     
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１．研究開始当初の背景 

心的時間に関わる構成要素、たとえば、時
間知覚、時間印象、それらへの意識の関与（お
よび意識の時間相）は、これまで異なる刺激、
異なる方法論によって独立的に検討が進め
られてきた。しかし、これらの要素は相互連
関的に関わっていると考えられ、心的時間の
理解には、これらの要素を総合的に検討する

ことが必要である。 
また、時間に関しては、それを感受する特

定の受容器がなく、視覚、聴覚、身体感覚な
ど、個々の感覚器からの入力に基づき、知
覚・判断がなされる。多くの場合、感覚間の
相互作用が関わり、情報の選択・統合を考慮
する必要がある。 
したがって、心的時間の理解には 2重の意
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味で、総合的な考察が必要であるが、とりわ
け前者の観点に関し、総合的、体系的に検討
した研究は殆どない。 

 
２．研究の目的 
本研究の目的は、視覚、聴覚、視聴覚相互

作用、視覚運動協応を対象に、これまで独立
して研究の進められてきた時間知覚、時間印
象、時間意識という心的時間に関わる要素を、
実験心理学の手法を駆使して、分析的かつ総
合的に研究を進め、心的時間の表象形成メカ
ニズムを明らかにし、複合的な心的時間モデ
ルを構築することである。 
 
３．研究の方法 
 本研究では心理物理学、感性評価、認知科
学の方法論を駆使し、複数の研究を平行して
進めた。以下にその一端を示す。 
(1) 時間知覚に及ぼす時間印象の影響 
 運動対象における時間知覚伸張させる。こ
の現象は対象の物理速度と心理速度のいず
れに依存するのか、後者の場合、運動印象を
伴う静止対象でも時間の伸張が生じるのか、
また、対象が加速・減速する場合や、量が増
加・減少する場合ではどうなるかを、時間作
成法や間隔等分法を用いて検討し、時間知覚
に関わる要因とその活動野を明らかにし、時
間知覚のモデル構築を行う。 
(2) 時間知覚への情動の影響・意識の関与 
 不快刺激は時間を伸張させる。不快感情が
潜在的な場合はどうか、連続フラッシュ抑制
を用いて、時間知覚における意識と感情の関
わりを検討する。また、時間処理と知覚処理
に及ぼす感情の影響を調べるため、危険感情
が誘発される際の時間知覚と視覚の時間解
像度とを対照させて、処理モデルを考える。 
(3) 印象の時間相と意識の関与 
 対象は様々な印象を伴って知覚される。そ
れらの印象は同時に喚起するように見えて、
異なる時間相で立ち上がっている。絵画や顔
刺激を対象に、提示時間を変数として、印象
喚起の時間相を調べるとともに、マスクキン
グ実験を通して、意識との関わりを検証する。 
(4) 同時性：知覚と感性での他感覚の影響 
 視覚処理における同時性判断が、身体の動
きや聴覚による影響を受けるのか、それは知
覚と感性で異なるのかを、フラッシュラグや
フラッシュ融合による知覚実験、感性刺激に
よる評価実験を通して検討する。 
(5) 予期による解釈 
 意識に上る対象の時間的変化は実際に生
じた事象のそれとは合致しない。表情変化の
慣性効果を通し、予期による較正を検証する。 
(6) 身体運動と視覚的時間較正・意識の関与 
 身体運動に対し、時間遅れを伴うフィード
バックを与えると、ずれを補償する方向に時
間順序の知覚が較正される。この過程に注意

(意識)はどのように影響するのかを調べ、時
間知覚における意識の役割を考察する。 
(7) 音声の時間情報と感情識別、個人差 
 楽しみと悲しみの音声長を操作し、感情判
断への影響を測定するとともに、個人特性と
の関係を調べ、感情理解の個人差を、時間の
観点から考察する。 
(8)リズム・キープ感：知覚と感性の相違 
 テンポの一貫性は、物理的な等間隔性によ
って保証されるわけではない。演奏テンポを
変数に、時間印象での錯覚の特性を調べ、時
間知覚での類似した錯覚と比較する。 
(9)感情を伴う判断の時間過程 
自己名の呼びかけに対する事象関連電位

を記録し、時間軸の観点から検討する。感情
を伴う意識の時間相を議論することになる。 
 

４．研究成果 
上に延べた研究の一部に関し、以下に成果

の概略を報告する。（この項での小見出し番
号は、方法の項のそれとは一致しない。） 

 
(1) 低次・高次視覚段階における運動情報が
時間知覚に及ぼす影響 
 方位の異なる二つの運動縞を重ねて作ら
れる運動刺激（プラッドパターン）を用い、
運動統合が生じる前後のどちらの運動情報
が時間知覚に寄与するかを調べた。各運動縞
の速度と、二つの運動縞が統合されて知覚さ
れるパターン運動の速度をそれぞれ操作し、
時間再生課題を用いて知覚時間を測定した。
一連の実験の結果、運動縞の速度に関係なく、
パターン運動の速度に従って知覚時間は変
化することが示された。これらの結果から、
運動統合前の低次のレベルではなく、運動統
合後の高次のレベルでの運動処理が時間知
覚に影響することを明らかにした。 
 
(2) 運動印象を喚起する静止画が時間知覚
に及ぼす影響 
 キャラクタ画像（図 1左）の運動姿勢を操
作し、知覚時間を比較したところ、運動姿勢
画像の呈示時間が静止姿勢画像の呈示時間
よりも長く感じられることが示された。また
キャラクタ画像を象った抽象的な画像（図 1
右）を用い、画像の解釈による時間への影響
を検討したところ、画像が人の姿勢を象った
ものだと解釈された場合にのみ、刺激間の知
覚時間に有意な差が見られた。これらの結果
から、物理的な変化を伴わない運動情報も時
間知覚に影響することを明らかにした。 
 
 
 
 
 
 

図 1. 用いられたキャラクタ刺激（左）と抽象刺激（右）



 

 

(3) 運動と点滅が時間知覚に及ぼす影響 
 複数の呈示時間において運動や点滅によ
る時間の変容量を測定し、影響の大きさが呈
示時間によってどのように変動するのかを
調べたところ、点滅による時間の変容量は呈
示時間に比例して増加したが、運動による時
間の変容量は呈示時間によらず一定であっ
た（図 2）。この結果から、点滅が時間知覚に
及ぼす影響は時間の長さに関わる処理の変
化によって生じるのに対し、運動が及ぼす影
響は計時位置の変化によって生じることを
示した。さらに時間順序判断課題を用いて運
動・静止対象の知覚的な時間位置を測定した
ところ、運動刺激のオンセットが静止刺激の
オンセットよりも時間的に先行して感じら
れることが示された。これらの結果から、運
動が時間知覚に及ぼす影響が刺激のオンセ
ットの時間的位置のずれによって生じてい
ることを明らかにした。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(4) 刺激特徴の経時的変化による時間知覚の
変容 
  運動速度が加速あるいは減速する正弦波
格子刺激を用い、刺激特徴の経時的変化が時
間知覚に与える影響を検討した。実験の結果、
加速する刺激に比べて、減速する刺激の方が
長く知覚された (図 3)。また、同様の効果が、
数の大きさの増減でも見られるかについて
も、数字の大きさやドットの数が時間ととも
に増加・減少する数字の系列を用い、知覚時
間を測定して検討した。実験の結果、増加条
件に比べて、減少条件が長く知覚された。さ
らに、空間上の左から右に時間が流れて認知
さ れ て い る と い っ た 時 間 − 空 間 比 喩
（Santiago et al., 2007）を利用して、同
一空間上で数の増加 （左から右へ数が増加）
および減少（左から右へ数が減少）を表現し
た場合でも、増加する場合に比べて、減少す
る場合の方が観察時間は長く知覚された。こ
れら全ての実験結果は、知覚時間を伸張させ
る刺激特徴（速い運動速度や大きい数）が刺
激序盤に呈示されると、刺激の呈示時間が長
く知覚されるという点で一貫している。した
がって、刺激全体の知覚時間の形成には、序
盤の刺激特徴が重要である事が示唆される。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(5) フラッシュラグ効果と能動的観察 
 観察者がコンピュータマウスを用いて能
動的にコントロールする視覚刺激の観察に
おいてはフラッシュラグ効果が小さくなる
（Ichikawa & Masakura, 2006）。本研究では、
フラッシュラグ効果の低減に、刺激操作のた
めの手の能動的運動と視覚刺激の変化の間
の方向的対応関係の一貫性や、能動的操作に
対する学習が果たす役割を検討した。 
 一連の実験の結果、視覚的信号と体性感覚
的信号の間の対応関係についての経験が能
動的観察におけるフラッシュラグ効果の低
減にとって重要であることが示された。ただ
し、こうした経験がなくても、視覚刺激の変
化と手の動きとの対応関係に一貫性がある
場合、フラッシュラグ効果が低減することが
示された。これらの結果は、視覚情報処理の
時間的特性が観察者の能動的動作によって
変動することを示すものと考えられる。 
  
(6) 視聴覚刺激の同期に関する知覚的判断
と感性的判断 
 様々なタイミングで提示される視覚刺激
と聴覚刺激の間の時間順序に関して、知覚判
断と感性的判断の特性や、それらの間の関係
を調べた。その結果、聴覚刺激の長さが視聴
覚刺激の同期についての知覚的・感性的判断
に影響しないこと、聴覚刺激の数によって知
覚的判断と感性的判断とが同様に同期性の
基準を変動させることが示された。 
 視聴覚刺激の間に特定の時間順序がある
日常場面を示す視聴覚刺激を用いて視聴覚
刺激の同期についての知覚的判断と感性的
判断について調べた。刺激の場面設定は知覚
的判断には影響を及ぼさないのに対し、感性
的判断においては、特定の時間順序を持つ刺
激条件でその順序関係が成立する方向に同
期性の判断の基準が偏倚することが見出さ
れた。これらの結果から、視聴覚刺激の間の
時間順序に関する感性的処理は、視聴覚刺激
の同期に関する知覚的判断に基礎を持つも
のの、場面設定に関わる独自の処理過程を介
していることが分った。 

図 3. 加速する運動刺激と減速する運動刺激
の知覚時間の長さ
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図 2. 各呈示時間における運動，点滅による知覚

時間の増加量 



 

 

(7) 表情変化の慣性効果 
 特定の表情から無表情へと変化する画像を
観察した場合、もとの画像の表情とは逆方向
の表情に見える（伊師・行場、 2006）。この
「表情の慣性効果」について、表情変化の速
度や方向、変化の程度の影響を、恒常法と評
定尺度法によって検討した。 
 恒常法では、表情のシフトは表出方向のみ
で生じ、倒立提示の影響を受けなかった。同
様の傾向は、標準刺激と比較刺激とで異なる
人物の顔画像を提示した場合でも認められ
た。これらの結果から、動的表情観察におけ
る表情の処理に、表情の形態的な状態を予測
する過程が関与している可能性が示された。 
 評定尺度法による実験では、表情のシフト
は消失方向や最終表情が中程度になる場合
に顕著であった。異なる表情間の変化ではシ
フトが生じるものの、異なる性別間の変化で
は生じなかった。これらの結果から、社会的
文脈を参照した解釈的な処理が表情のシフ
トの基礎にある可能性が示された。動的な表
情の認知には多面的な処理側面があり、各々
の処理段階において独自の方略により動的
情報を処理しているものと考えられる。 
 
(8) 身体運動-視覚間の時間的再較正 
 観察者の能動的な身体運動に合わせて一
定の遅延を伴った感覚フィードバックが提
示される状態が数分間持続すると、その遅延
を補償する方向に身体運動と感覚との間の
時間順序知覚が再較正される。この身体運動
-感覚間時間的再較正に初期的過程と注意の
関わる高次的過程とがどのように寄与して
いるのか検討した。 
 実験では、順応刺激の提示された網膜位置
に関わらず時間的再較正が生じることが示
された。また、注意の向け方が時間的再較正
に及ぼす影響を調べた。能動的身体運動と視
覚フィードバック刺激を用いた実験では、順
応期間中にフィードバック刺激と異なる視
覚刺激に注意を向けても時間的再較正が認
められた。他方、聴覚刺激に注意を向けた際
には、時間的再較正は認められなかった。ま
た、能動的身体運動と聴覚フィードバック刺
激を用いた実験では、視覚刺激、聴覚刺激、
どちらに注意を向けても、時間的再較正が認
められた。これらの結果から、身体運動-視
覚間時間的再較正において注意に関する高
次の処理過程が重要な役割を果たしている
ことが示された。 
 
(9) 画像観察における知覚的処理の時間特
性に影響を及ぼす要因 
 強い感情が主観的時間間隔に影響を及ぼ
すことは知られているが、知覚情報処理の時
間的解像度が感情による影響を受けるのか
はあまり検討されていない。そこで、画像観

察で生じる感情が主観的時間間隔と視覚の
時間解像度に及ぼす影響を恒常法で調べた。
その結果、主観的時間間隔は危険な画像の方
が長くなり、視覚の時間解像度は危険な画像
の方が高くなることが見出された。また、主
観的時間間隔と視覚の時間解像度との間に
は正の相関関係が認められ、時間間隔を長く
感じる画像ほど、 時間解像度が高くなるこ
とが分かった。これらの結果から、視覚的刺
激の危険性に関する感情判断が、主観的時間
間隔と視覚の時間解像度にともに影響を及
ぼすこと、それらの知覚処理の基礎に共通の
過程があることが示唆された。 
 
(10) 音声の時間的情報と感情認識 
感情の識別と判断の偏りの個人差は、社会

生活に多大な影響を与える可能性があり、多
角的な理解の進展が望まれる。本研究では、
「楽しみ」と「悲しみ」の音声長を操作した
泣き笑い判断課題をもとに、より多様な被験
者に統一的に実施可能なものを作成した。そ
の課題を用いて、一般大学生にみられる自閉
および抑うつの傾向との関わりから感情認
識過程を検討した。分析においては、信号検
出理論を適用することにより、「楽しみ」と
「悲しみ」の識別（感度：d’）と判断の偏り
（判断基準：c）に関する指標を求め、それ
ぞれ自閉と抑うつの傾向の個人特性との関
係を検討した。 
その結果、音声長の伸長にともない、d’

が大きくなり、徐々により明確に「楽しみ」
と「悲しみ」の識別が可能になることが示さ
れた。一方 c は、音声長が 30、60ms のとき
は負の値となり、120ms 以上になるとより中
立点の０に近づく。すなわち、音声が短いと
きに判断が「楽しみ」に偏り、より長くなる
とその偏りが減少する傾向がみられた。この
ことから、単純な持続時間の属性であっても
感情との適合性があることが推察される。 
自閉および抑うつ傾向のいずれの場合も、

床効果と天井効果の生じやすい両極の条件
以外の、ある程度判断が困難である条件にお
いて個人特性が表れやすいことが示された。
すなわち、120ms の音声長において、自閉傾
向がより高い参加者は正答率がより低い傾
向にあった。同様に、60ms の音声長において、
抑うつ傾向の高い参加者はより感情認識が
悲しみに偏る傾向がみられた。本研究により、
感情認識の識別と偏りの個人特性について
統一的に検討可能であることを示した。本手
法をもとに、より幅広い発達・個人特性の層
を対象として、感情認識過程の検討・評価を
進めることができると考えられる。 

 
(11) 自己名と感情の相互作用 
様々なコミュニケーションにおいて、相手

の名前を呼びかけることは重要な働きを持



 

 

つ。たとえば、対象者の注意を引きつける基
本的な役割のほか、感情的な意図を呼びかけ
に込めるなど、社会的関わりにおいても特徴
的な役割を果たす。とりわけ呼びかけによる
感情伝達においては、感情情報とともに「伝
達先（名前）」の情報が同時に示されるとい
うユニークな面がある。そのような自己名の
認識過程がどのような継時的情報を得て進
行するのかを、非注意の聴覚刺激として名前
を呈示し、事象関連電位（ERP）を指標とす
ることで検討した。自己名と他者名の区別に
加え、呼びかけに込める感情として、怒りと
愛情の２種の感情と中性の計３条件を設定
した。自己名に対する情報処理の特殊性と、
自他の名前による感情情報処理の違いにつ
いて、ERP による時系列解析を行った。 
その結果、視覚課題に集中し、名前は無視

する状況でも、自己名および自己名に込めら
れた感情情報が評価されることが示された。
自己名に対して前頭部優位の陰性電位が生
じたことは、自己名に対して強い選択性を示
す処理過程が自動的に働くことを示唆して
いる。500ms 以降に頭頂・後頭部優位に生じ
た陽性電位は、自己名に対する注意の促進や
配分等の後続の処理を反映することが考え
られる。自己名条件のみにおいて顕著にみら
れた感情効果は、主に前額・前頭部優位の緩
徐な陰性電位として生じた。緩徐な陰性電位
は、自己名に含まれた感情的な情報の評価や、
そのために一時的に音韻情報を保持・再活性
化する過程を反映している可能性がある。 

 
(12) 拍の分割とリズム・キープ感 
 ポピュラー音楽等の音楽においては、テン
ポに一貫性が感じられることが、演奏・聴取
の両面において重要である。本研究により、
拍分割を含むフレーズが一定のテンポを保
ち演奏されているように感じられるタイミ
ングは、演奏テンポによって異なることや、
この分割効果は分割部分のみの過大評価で
は説明できないことを示された。それらから、
時系列にわたる処理が、時間間隔単体での錯
覚とは別のメカニズムにも依拠することを
示した。 
 
(13) 運動知覚と速度 

視覚的な運動パスのみならず、その運動の
量的性質についても、音情報が影響を与える
ことを示した。より具体的には、streaming 
/bouncing 現象において、衝突音が移動時の
速度感に影響することが示された。この効果
は特に、物理的速度がある程度速いときに顕
著となり、衝撃音のあるときのほうが若干遅
く感じられるというものであった。衝突に関
する知識構造が単に衝突音の生起のみなら
ず、エネルギー損失にともなう速度変化など
も含めた総合的な運動表象あるいは運動予

測機構にも関与していることが考えられた。 
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